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第三者評価結果報告書
1 第三者評価機関名
	株式会社　評価基準研究所


2 施設・事業所情報
	名称： 木下の保育園新百合ヶ丘
	種別： 認可保育所

	代表者氏名： 山田　明美
	定員（利用人数）：　　　９０　名

	所在地：〒215-0026 川崎市麻生区古沢４３ コザワビル２階  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	TEL：044-959-1169
	ホームページ：
https://www.kinoshita-hoku.com/facility/shinyurigaoka

	【施設・事業所の概要】保育事業

	　開設年月日： 2008年4月1日

	　経営法人・設置主体（法人名等）：株式会社木下の保育　

	　職員数
	常勤職員：１７名
	非常勤職員：　２１名　　　　　

	　専門職員
	保育士　２５名　
	栄養士　２名

	
	看護師　1名
	

	
	
	

	　施設・設備の概要
	（居室数）保育室６室、事務室、医務室、調理室、遊戯室、休憩室、相談室、倉庫

	
	（設備等）各部屋冷暖房完備、乳児室床暖房、バリアフリートイレ、園庭


3 理念・基本方針
	１）利用者の立場に立った保育園の運営・保育内容の充実				
２）地域の中で、公立認可園などのできない細かいサービスの提供		
３）地域社会で、子育てを応援する施設としていく					
４）子ども達一人ひとりの個性を尊重し、子ども達の人権に配慮する保育園の確立・充実											
５）職員が安心して保育に取り組めるよう、職場環境整備に努める


④施設・事業所の特徴的な取組
	◇子ども主体の保育に取り組み、「生きる力」を育む保育を実践している。 
◇園庭開放や行事への参加や子育て相談等の地域の子育て支援が充実している。 
◇保育士・看護師・栄養士が連携し、「健康集会」「安全教育」「防災教育」を実施。子どもと職員が一緒に健康や防災について考える機会を作っている。 
◇職員の主体性を引き出し、将来を見据えた職員の育成が行われている。


⑤第三者評価の受審状況
	評価実施期間

	２０２５年６月３日（契約日）　～
2025年2月26日（評価結果確定日）

	受審回数（前回の受審時期）
	　　　　１　回（２０２１年度）







⑥総評
	◇特長や今後期待される点

特に評価の高い点

【将来の人材構成を見据えた職員のキャリアアップ研修が計画されている】
本園では、将来の人材構成を見据えた職員育成の一環として、計画的なキャリアアップ研修を実施しており、年２回の園長との面談を通じて、職員一人ひとりが自身のやりたいことや目指す姿を明確にし、その実現に向けて努力する意義を自覚できるように園として支援している。面談結果は文書化され、年度ごとに前期・後期の目標設定、振り返り、見直しを行うことによって、各職員の成長の過程を可視化している。これにより、職員の主体性が高まるとともに、個々の目標に応じた研修や支援する内容を的確に計画することが可能となっている。その結果、職員の成長が園全体の組織としての力として向上につながり、当園で育成された主任が新園主任として活躍するなど、将来を見据えた人材育成の成果は着実に現れている。

【子どもの「生きる力」を創り、子ども主体の保育の実現に取り組んでいる】
本園では、「生きる力を創る」という保育理念のもと、子ども一人ひとりの興味・関心を尊重し、主体的な育ちを支える保育の実現に取り組んでいる。子どもが自ら選び、考え、表現できるよう、環境構成を工夫し、のびのびと自己表現できる場を整えている。現在は「子ども主体の保育」への移行期にあり、園長・主任を中心に、職員の意識改革と実践の両面から段階的な取組みが進められている。保育者は、子どもが自発的に始めた遊びを深められるよう環境や素材を調整し、「遊びをつくる」存在から「遊びを支える」存在へと役割を転換しつつある。また、ワンフロアの園舎という特性を生かし、異年齢の関わりを通して子ども達が学び合う環境が整えられており、こうした取組みは子どもの「生きる力」を育むとともに、子ども主体の保育の質の向上にもつながっている。

【園の軸となる園長と主任２名の関係性の良さがマネジメントに活かされている】
園長と主任２名の関係性が非常に良好であることが園全体の方向性（ベクトル）を揃えるうえで大きな強みとなっている。園の中心となる３名が同じ価値観を共有し、職員の挑戦を後押しする姿勢を持っていることは、職員の心理的安全性を高めて安心して働ける状態を作り、子どもへの関わりの質をも高めている。主任は人権研修の学びから「大人が幸せであることが子どもの幸せに繋がる」という視点を取り入れ、「職員が幸せであること」を大切に考えて保育者自身のウェルビーイングを意識したマネジメントに取り組んでいる点は高く評価できる。本園は、園長、主任２名の支援を受け、子ども主体の保育の実践に向け、全職員が前向きに取り組む土壌が整っており、これが職員の意識改革と日々の保育実践に良い影響をもたらしている。

今後さらに期待される点

【業務内容の深さに応じた組織体制の再構築が求められる】
本園では、職種ごとに主となる職員を配置した業務分掌のもと、全職員がワンチームとして課題に主体的に取り組む風土が醸成されており、園運営は概ね円滑に機能している。一方で、業務内容の専門性や複雑化が進む中、リスクマネジメントや防災等については、委員会や担当者を明確に位置付けることにより、各分野の専門性を高めたり、業務の標準化や属人化の防止が期待できる。担当制にすることは、職員が主体的に知識を習得し、調整・とりまとめ役を担う経験を積むことができ、職員育成の観点からも効果が期待される。今後は、業務の内容に応じた担当の割り振りや組織体制の見直しを行い、園運営の質のさらなる向上につなげてほしい。

【子ども主体の保育を実現するための、保育を振り返る仕組みつくりに期待したい】
本園の「経営層の風通しの良さ」に関する高評価の一方で、今後は強く期待したいのが、子ども主体の保育へのさらなる発展である。本園では研修等をとおして子どもの主体性を尊重する保育への意識が職員間で高まっており、子どもの興味関心を起点とした活動展開を増やしたいという思いが主任からも伝わってくる。子ども主体の保育の重要性を理解しながらも、実際の現場ではこれまでの習慣や環境の制約、固定観念の影響からか、なかなか前に進めないといった状況がある。職員同士が「理想とする保育＝やりたい保育」を語り合う場を持ち、言語化することで仲間と共有し、整理した具体的内容を共通理解することが、行動変容に繋がる可能性を大きくする。実践後には個とチームの振り返りを記録に残す、そのための対話の時間を意味あるプロセスとして積み重ね、日々保育を振り返る文化が根付く仕組みを創ることが、さらなる保育の質向上へと繋がることに期待したい。

【子どもの興味関心の移り変わりに対応する環境設定を目指してほしい】
園周辺は季節を感じられる自然であふれており、一年をとおして魅力的な園外活動が繰り広げられている。一方で、保育室の遊びの環境は、子どもたちのありのままの姿をよく観察し理解した上で設定され、常に流動的であり、興味関心の動きによってその環境も再構築されていくものである。子ども理解から保育室には複数の遊びができる環境がコーナーとして用意され、子どもたちが自ら選択し、その関わりによって変化したり、継続したりすることで、深く豊かな環境へと創りこまれていく。当園においても、自発的に遊び込む、夢中になる、没頭するといった子ども一人ひとりの意欲が満たされ、非認知的能力が育まれる環境設定が意図されている。常設のコーナーを維持する環境づくりに関しては、今後も取り組みたいこととして挙げられており、子どもの「やりたい」思いを存分に保障できる保育環境のさらなる発展に期待したい。



⑦第三者評価結果に対する施設・事業所のコメント
	第三者評価を実施したことで、園の運営や保育の在り方、保護者や地域の方々との関係性など、改めて振り返ることができ、多くの気づきを得ることができました。
運営の面では、園の分析シートを基に中長期にわたる園の更なる質の向上に努めたいと思いました。また、保育の面では「子どもが主体となる保育」を考え、環境を整えることを職員全体で話し合い共通理解の基、実践していきたい思いが更に強まりました。そしてまた、保護者の方や地域の方に寄り添った保育園であるために、保護者の方とのコミュニケーションを大切にし、地域の方が集まれる場の提供としての子育て支援に力を注ぎたいと思いました。更に、次世代の保育士育成の場としての役割として、ボランティアや実習生の受け入れも積極的に行っていけたらと思います。




⑧第三者評価結果
　　別紙２のとおり


